
平成２９年２月２５日

令和３年７月２９日
ほくと・ななえ医療・介護連携支援センター







北斗市・七飯町から函館市医師会への委託事業
・R3年4月センター準備室発足
・R3年7月センター開設

場所：函館市医師会病院内（１Ｆ地域医療連携センタークローバーに隣接）

センター長：岡和田 敦（函館市医師会病院医療部長）

配置職員：1人（ＭＳＷ）
※函館市医療・介護連携支援センター（4人）
開設時間： 月～金曜日 8:30～17:00

土曜日 8:30～12:30
センター(直通)ＴＥＬ42-1232 ＦＡＸ42-1233

ほくと・ななえ 医療・介護連携支援センター概要









在宅医療・介護連携推進事業

平成２７年度以降取組を開始し、平成３０年４月には全国の自治体で取り組む

関係法令の施行

地域における医療及び介護の総合的な確保の促進に関する法律

地域包括ケアシステムの構築

２０２５年問題：医療・介護・予防・住まい・生活支援が包括的に確保される体制

センター開設の背景



南渡島2次医療圏について

急性期(救急)医療は函館市が中心

函館市の急性期病院で治療を行い、治療後は地元に
帰る

生活圏と医療圏が大きく違うのが南渡島地域の特徴

地域包括ケアシステムの構築には、医療と介護の市
町を超えた連携が必須となるが・・・

北斗市、七飯町、函館市と市町を超えた医療と介護の
連携を行う体制は整っていなかった



北斗市 七飯町

函館市

函館市医師会

函館市医療・介護連携支援センター
※平成29年開設
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（ア）地域の医療・介護の資源の把握、情報提供

（ウ）切れ目のない医療・介護の提供体制の構築

（エ）医療・介護関係者の情報共有の支援

（オ）医療・介護連携に関する相談支援

（カ）医療・介護関係者の研修

（キ）地域住民への普及啓発

センターの事業内容



地域の医療・介護資源の把握、リスト・マップ
（ホームページへの掲載）

在宅医療・介護連携マップ

函館・北斗・七飯の病院、診療所、

薬局、介護事業所などについて

インターネット上で位置情報の
確認や施設情報を表示します。

ＵＲＬ：hakodate-ikr.jp
（スマートフォン対応）



≪ ガイドの活用方法 ≫

入退院支援に関する相談や支援依頼に
対する標準対応方法として活用

各団体、各事業所の新規職員への指導
の場面や研修会等での活用

多職種連携に携わる実務者が参考書的
に活用

医療機関関係者と､在宅､施設の介護関
係者の入退院支援に関する相互の働き
や動きが把握でき、関係多職種の相互
理解の促進に有用

入退院支援、急変時対応のルール作りなど



医療・介護関係者間で情報を共有するための共有
ツールの作成・活用促進

（基本，応用ツール）
どの職種でもわかりやすく、

見やすく、連携しやすいことを重
視して作成。

・フェイスシートとなる基本ツール
と特別な医療等をより詳細に情
報共有する応用ツールを作成。
・函館市では平成30年3月から本

格運用を開始し、市内関係機関
で活用中。

※今後サマリーの説明会を
行う予定です。



医療・介護連携に関する相談窓口を設置。介護

保険の知識を有する医療ソーシャルワーカー、看

護師を配置し、支援対象者や地域の医療・介護

関係者、地域包括支援センター等から相談を受

け付け、必要に応じて情報提供や支援を行う。

（電話・訪問・来所・メール等で対応）



相談内容のイメージ

・通院するのが大変だから先生に来てもらいたいけど、
どうしたらいいの

・在宅で看取り対応してくれる医療機関が見つからない

・家族が入院しているが、これからどうすればいいの

・入院できる病院を探したい



どのような相談でも受付け、

内容を伺う

センターで対応できるものは対応
する

内容によっては、適切な機関等へ
繋ぐ

相談対応のイメージ



地域の医療・介護関係者の連携を実現するために、
多職種でのグループワーク等の研修を行う。また、
必要に応じて、医療関係者に介護に関する研修会、
介護関係者に医療に関する研修会の開催等を行う。



動画研修について



センターが研修のコーディネート

様々（多職種）な意見を形にするサポート

地域で活躍する医療・介護に携わる多職種のニー
ズを把握し、それに対応した研修会を企画・運営

「こんな研修を企画してほしい」「一緒に研修会を企
画してほしい」などの意見や要望があれば、施設や
事業所ごとの研修会や勉強会を支援

ホームページ上で研修会情報を紹介



在宅医療や介護サービス等に関する講演会開

催、リーフレットの作成、配付等により、地域住

民の在宅医療・介護連携の理解を促進する。

高齢者大学等にて
出前講座を開催。

センターのリーフレットを
作成。

地域住民や関係機関へ
配布。



在宅医療・介護連携マップについて



高齢者対象サービス事

業所（施設）の受入に

関する調査

施設における医療依存

度の高い方の受入情報

の要望が多い

在宅酸素、胃ろう、透析、

IVH、気管切開などの

受入先が少ない

上記のような医療行為

に対応しているかを検

索することができる



医療・介護の両方を必要とする方の、入退

院の場面での医療・介護関係者の連携のあ

り方、関わり方、動き方について、標準的

な望ましい連携ルールを作り、推奨してい

く、広げていく、ということを目標に作成。

はこだて入退院支援連携ガイドについて

入退院支援に関わる多職種の役割や
介入のタイミング、ポイントなどを
イラストを交えて解説。





あたり前のこと
ばかりですが…



どの職種が，

どんなタイミングで…



どのような動きを
しているのか



入退院支援の

マニュアルとして活用を



最後に…

医療と介護、職種や立場は違いますが、患者・利用者を支
援したいという思いは同じはずです。

思いが同じなのであれば、お互いのことを理解しあい尊重
し、連携していくことで、よりよい支援ができるのではないで
しょうか。

北斗市・七飯町・函館市、同じ医療圏内の医療と介護が、
連携しやすい環境を作っていく。その一翼を当センターが
担っていければと思っております。



皆様、

「ほくと・ななえ 医療・介護連携支援センター」
への、ご協力、ご支援、ご活用をよろしくお願い
いたします。

ご清聴ありがとうございました。


